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東京清掃労働組合退職者会機関紙

寒桜とメジロ

■
第
６
回
定
期
総
会

　

定
期
総
会
は
規
約
に
基
づ
き
４

月
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
会

計
年
度
の
終
期
が
３
月
な
の
で
事

務
的
に
余
裕
が
な
い
こ
と
や
行
楽

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
４

月
開
催
は
問
題
点
が
多
い
の
で
、

連
休
明
け
か
ら
６
月
半
ば
の
梅
雨

前
の
時
期
が
適
当
と
考
え
、
具
体

的
日
程
を
５
月
24
日
に
し
ま
し
た
。

■
役
員
選
出
制
度

　
「
役
員
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決

ま
っ
て
い
る
の
か
？
」「
役
員
選
出

の
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く

べ
き
」
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
三

役
会
で
役
員
選
出
の
仕
組
み
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
幹
事
会
に
提

案
し
た
「
役
員
選
出
事
務
取
扱
要

綱
」
を
２
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。

５
月
の
定
期
総
会
で
決
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
旅
費
支
給
基
準
改
正

　

会
の
財
政
は
引
続
き
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
経
費

節
減
の
た
め
、
旅
費
支
給
基
準
を

改
定
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
具
体

的
な
改
正
内
容
は
行
動
に
伴
う
食

事
代
を
実
質
的
に
大
幅
減
額
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
改
正
も
５
月
の

定
期
総
会
で
決
め
た
い
と
考
え
て

を
設
置
し
て
検
討
し
ま
す
。
財
政

措
置
と
し
て
年
５
万
円
積
み
立
て
、

再
建
10
周
年
記
念
時
に
は
25
万
円

の
予
算
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
は
再
建
５
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。
ミ
ニ
記
念
事
業
と

し
て
、①
機
関
紙
総
集
編
発
行
（
自

前
印
刷
）、
②
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
総
会
後
の
懇
親
会
を
若
干
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
）
を
行
う
予
定
で
す
。

■
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

　

４
月
３
日
に
「
盆
栽
村
か
ら
大

宮
公
園
と
氷
川
神
社
」
の
コ
ー
ス

で
行
い
ま
す
。
是
非
ご
家
族
同
伴

で
参
加
く
だ
さ
い
。
弁
当
は
各
自

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
デ
ー
の
取
組
み

　

今
年
も
例
年
同
様
、
中
央
メ
ー

デ
ー
・
東
京
地
公
労
集
会
（
４
月

27
日
）
は
代
表
参
加
、
５
月
１
日

の
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
に
最
大
限
参

加
で
取
組
み
ま
す
。

３
月
９
日
（
土
）
脱
原
発
大
集
会

４
月
３
日
（
水
）
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

５
月
１
日
（
水
）
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

５
月
11
日
（
土
）
東
京
清
掃

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

５
月
24
日
（
金
）
第
６
回
定
期
総
会

当面の主な行事

い
ま
す
。

■
周
年
記
念

　

上
部
団
体
の
例
に

な
ら
い
、
10
年
ご

と
に
周
年
記
念
事
業

を
行
う
こ
と
に
し
ま

す
。
具
体
的
な
事
業

内
容
は
実
行
委
員
会

５
月
24
日
に
定
期
総
会

役
員
選
出
制
度
設
置
と
旅
費
支
給
基
準

改
正
を
定
期
総
会
の
議
案
と
し
て
提
案

　

２
月
21
日
に
第
５
回
幹
事
会
を
開
催
し
、
①
第
６
回
定
期
総

会
日
程
、
②
役
員
選
出
制
度
、
③
旅
費
支
給
基
準
改
正
、
④
周

年
記
念
事
業
の
考
え
方
、
⑤
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
、
⑥
メ
ー
デ
ー
、

⑦
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
取
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。
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１　目　的
この要綱は、東京清掃労働組合退職者会

（以下「退職者会」という）の規約第９条に
規定する役員の選出方法を定め、退職者会
の民主的で健全な発展に資することを目的
とする。

２　役員の選出方法
(1) 役員改選総会前の適当な時期に、事務局

長が窓口になって現行役員の継続意思を
確認する。

(2) 役員の補充あるいは増員により新規に役
員を選出する必要が生じたときは、役員
選考委員会を設置し、役員候補を選出す
る。

(3) 役員選考委員会が選出した役員候補の意
思確認は、次項に定める役員選考委員会
事務局が行う。

３　役員選考委員会の構成
(1) 役員選考委員会は、次により構成する。

①中央執行委員長経験者（現に役員であ
る者を含む）

②会長経験者（現に会長である者を含む）
(2) 役員選考委員の資格は、役員に選任され

ても失われない。
(3) 役員選考委員会の事務を執り行うため、

事務局をおく。
事務局員は、事務局長、事務局次長（事
務局次長が複数の場合は予め指名したそ
のうちの１名）とする。

(4) 役員選考委員会は、役員の選考に関わる
意見を聴取するため、参考人をおくこと
ができる。参考人は退職者会三役の中か
ら指名する。

４　役員選考委員会の議事
(1) 役員選考委員会は、複数の選考委員の出

席をもって成立する。
(2) 役員選考委員会の議事は、原則として出

席委員の満場一致により決める。
(3) 事務局員及び参考人は、議決に加わるこ

とができない。
５　疑義などの解釈

この要綱の疑義や定めていないことの解
釈は、幹事会が判断する。

６　基準の改廃
この要綱の改正は幹事会で行い、廃止は

総会の議決を要する。
７　施行

この要綱は、2013 年５月 24 日から施行
する。

役員選出に関する事務取扱要綱・案

１．食卓料の廃止
①会の会議は午前中に行っていますが、12

時を少し過ぎてしまうことがままありま
す。旅費基準では 12 時を過ぎると食事
代 500 円を支給することになっています。
今年度、この負担は２万円弱でした。

② 12 時に会議が終われば食事代を出さず、
12 時を１分過ぎれば食事代を出すのは、
東京清掃と同じ取扱いですが、矛盾があ
ります。一方、自治退都本部、都庁退は
食事代を支給していません。

③経費節減と矛盾を解消する方法として、

食事代を廃止し、会議や行動従
事時間の長短に着目して日当を
ランク付けすることにします。

旅費支給基準改正・案
２．日当のランク付け

　現行基準の日当 300 円は変更しません
が、半日単位の行動は食事代加算を考慮し
て 500 円（200 円加算）に、１日単位の行
動は 700 円（400 円加算）にします。

３．交通費の見直し
　事前に参加者を特定できない都外の行動
を想定して「都外行動交通費」の特例計算
方式を規定していますが、現実的には都外
の行動は三役・幹事に限定されていますの
で、特例規定を廃止し一般の行動費と同じ
個別計算方式に戻します。
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ら
元
委
員
長
の
北
條
会
長
、
大
久
保
さ

ん
、
星
野
さ
ん
、
戸
張
副
会
長
、
柳
副

会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
小
林
事
務
局

次
長
、
戸
枝
会
計
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
１
月
26
日
、
労
働
退
職
者
会
新
春
の

集
い
が
新
宿
サ
ン
パ
ー
ク
本
館
で
開

催
さ
れ
、
戸
張
副
会
長
が
参
加
。

▼
１
月
30
日
、
自
治
退
都
本
部
第
１
回

幹
事
会
が
自
治
労
都
本
部
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
常
幹
の
庄
司
事
務
局
長
と

幹
事
の
小
林
事
務
局
次
長
が
参
加
。
都

本
部
学
習
会
、
関
東
甲
学
習
会
の
取
組

み
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

▼
２
月
１
日
、
福
祉
退
職
者
会
新
春
の

集
い
が
小
石
川
後
楽
園
涵
徳
亭
で
開

催
さ
れ
、
北
條
会
長
が
参
加
。

▼
２
月
４
日
、
都
庁
退
幹
事
会
が
自
治

労
都
庁
職
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
幹
事

の
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
年
間
活
動

計
画
、
組
織
強
化
対
策
な
ど
を
検
討
。

▼
２
月
５
日
に
「
落
語
を
楽
し
む
会
」。

国
立
演
芸
場
２
月
上
席
に
会
員
12
名

と
家
族
３
名
が
参
加
。「
楽
し
か
っ
た
。

年
２
回
く
ら
い
や
っ
て
も
い
い
」
な
ど

の
感
想
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

退職者会
活動日誌

ん
今
後
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
２
月
14
日
、
庄
司
事
務
局
長
と
戸

枝
会
計
が
東
京
清
掃
組
織
部
長
と
退

職
者
送
別
会
の
日
程
と
会
の
進
め
方
、

退
職
者
会
加
入
促
進
対
策
等
を
協
議
。

▼
２
月
15
日
、
脱
原
発
を
め
ざ
す
労

働
者
実
行
委
員
会
主
催
の
「
福
島
と

つ
な
が
る
２
・
15
労
働
者
集
会
」
が

日
本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
主
参
加
の
取
組
み
で
、
戸
枝
会
計
、

辻
さ
ん
、
吉
田
雅
明
さ
ん
が
参
加
。

▼
２
月
19
日
、
都
庁
退
単
会
事
務
局

長
会
議
が
自
治
労
都
本
部
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。

今
後
の
会
員
拡
大
へ
向
け
た
取
組
み

方
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ど
の
組
織

も
会
員
拡
大
対
策
が
悩
み
の
種
で
す
。

▼
２
月
20
日
、
台
東
区
民
会
館
ホ
ー

ル
で
「
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る

東
京
集
会
」
が
開
か
れ
、
戸
枝
会
計

が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
２
月
21
日
に
第
11
回
三
役
会
。
幹

事
会
提
案
議
案
を
討
議
。

▼
同
日
、
第
５
回
幹
事
会
。
内
容
は

別
記
の
と
お
り
。
幹
事
12
名
参
加
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
５
回
。

主
な
課
題
は
、
当
面
の
行
動
企
画
、
お

花
見
ウ
ォ
ー
ク
案
内
、
脱
原
発
集
会
等

案
内
、
退
職
者
送
別
会
用
資
料
作
成
、

東
京
清
掃
と
の
打
合
せ
、
機
関
紙
等

定
例
連
絡
発
送
の
取
組
み
で
し
た
。

▼
そ
の
他
、
自
治
退
都
本
部
常
任
行

動
と
し
て
、
庄
司
事
務
局
長
が
都
本

部
常
任
幹
事
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

＊
１
月
23
日
の
第
10
回

三
役
会
以
降
２
月
21
日

の
第
５
回
幹
事
会
ま
で

▼
１
月
23
日
、
東
京
清

掃
団
結
旗
開
き
が
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ

ド
モ
ン
ド
で
開
催
。
内

容
は
本
紙
前
号
報
告
の

と
お
り
。
退
職
者
会
か

　

退
職
者
会
５
年
目
に
し
て
初
め

て
の
試
み「
落
語
を
楽
し
む
会
」が
、

２
月
５
日
、
国
立
演
芸
場
で
も
た

れ
、
家
族
３
名
を
含
む
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
強
い
北
風
が
吹
き
、
冷

え
込
み
が
厳
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

会
場
内
は
多
少
空
席
が
み
ら
れ
た

も
の
の
、
演
者
に
も
恵
ま
れ
て
熱

気
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で

観
る
の
と
で
は
大
違
い
、
直
接
演

者
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
、
思
わ

ず
大
爆
笑
、
と
き
に
は
ほ
ろ
り
、

あ
っ
と
言
う
間
に
３
時
間
が
過
ぎ

終
演
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
の
顔
も
、
入
場

し
た
時
と
違
い
、
退
場
時
は
頬
も

緩
ん
で
お
り
、
満
足
し
た
様
子
が

う
か
が
え
、「
是
非
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
取
組
み

と
し
て
は
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
試
し
」
で
し
た
が
、

①
会
場
は
、
予
約
時
に
番
組
が
未

定
と
い
う
仕
組
み
の
国
立
演
芸
場

で
い
い
か
、
浅
草
や
上
野
、
池
袋

を
会
場
に
し
て
は
ど
う
か
、
②
１

時
開
演
で
し
た
が
、
会
場
付
近
の

食
堂
が
混
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

弁
当
付
き
も
考
え
て
は
ど
う
か
な

ど
い
く
つ
か
検
討
す
べ
き
点
が
あ

る
よ
う
で
す
。
よ
り
多
く
の
参
加

思
わ
ず
大
爆
笑
！を

得
ら
れ
る
よ

う
、
会
員
の
み

な
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
て

検
討
し
、
会
員

拡
大
の
一
歩
と

な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
小
林
正
一
）

「
落
語
を
楽
し
む
会
」
に
参
加
し
て
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一
層
鮮
明
に
な
っ
た
。
原
発
推
進

の
根
底
は
核
武
装
の
野
望
が
あ
る
。

原
発
に
は
未
来
が
な
い
。
大
衆
運

動
で
廃
炉
を
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

鎌
田
さ
ん
が
指
摘
し
た
重
層
下

請
構
造
の
悪
辣
さ
は
、
除
染
作
業

労
働
者
二
人
が
生
々
し
く
報
告
し

ま
し
た
。「
元
請
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

だ
が
、
５
段
階
目
の
下
請
け
が
雇

用
主
（
本
業
は
警
備
会
社
）
で
、

８
畳
の
部
屋
に
４
人
。
粗
食
で
マ

ス
ク
・
軍
手
・
長
靴
も
自
腹
。
国

か
ら
出
て
い
る
は
ず
の
危
険
手
当

は
未
払
い
。」
と
絵
に
か
い
た
よ
う

な
違
法
ぶ
り
。
労
基
署
に
訴
え
た

と
こ
ろ
、
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
た

が
、
全
国
一
般
ふ
く
し
ま
連
帯
労

組
に
加
入
し
て
闘
っ
て
い
る
と
報

告
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
各
職
場
か
ら
脱
原
発

宣
言
を
発
し
て
廃
炉
ま
で
闘
う
こ

と
を
確
認
し
、
東
京
清
掃
吉
田
委

員
長
の
音
頭
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
じ
ま
し
た
。

　

事
故
か
ら
２
周
年
、
３
月
９
日

に
は
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
大
集
会
」

が
明
治
公
園
で
開
か
れ
ま
す
。

福
島
に
連
帯
し
全
て
の
原
発
を

廃
炉
に
す
る
ま
で
闘
お
う

９月まで年金額据置き
10月から１％引下げ

　総務省は１月 25 日に「平成 24 年平均
全国消費者物価指数」の対前年比変動率が
0.0％であった旨発表しました。
　この結果、平成 25 年４月から９月まで
の年金額は、改定は行われないこととなり、
平成 24 年度と同じ額となります。
　ただし、現在支給されている年金額は、
本来の額より 2.5％高い特例水準で支払わ
れており、昨年年 11 月に「2013 年度か
ら 2015 年度までの３年間で解消する」法
律が成立していました。
　この法律は、10 月から施行されるため、
今年の 10 月（12 月支払い分）以降の年
金額は、１％引き下がることになります。 
　なお、特例水準の解消スケジュールは、
10 月から１％、来年４月からさらに１％、
再来年４月から 0.5％減となっています。

　

狭
山
事
件
の
発
生
か
ら
50
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
09
年
か
ら
続
く
裁
判

所
・
検
察
・
弁
護
団
の
「
三
者
協
議
」

も
大
詰
め
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
再
審
を
求
め
る
闘
い
は
最
大
の

山
場
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
反
映
し
て
２

月
20
日
に
開
か
れ
た
「
再
審
を
求
め

る
東
京
集
会
」
は
、
多
く
の
参
加
者

が
結
集
し
、
石
川
さ
ん
の
無
罪
を
勝

ち
取
る
ま
で
闘
い
抜
く
決
意
を
固
め

る
場
に
な
り
ま
し
た
。

狭
山
事
件
の
再
審
開
始
と

石
川
さ
ん
の
完
全
無
罪
を

求
め
て
「
東
京
集
会
」

心境を歌で示す石川さん

鎌田　慧さん 吉田委員長
除染作業の実態を
告発した労働者

　

東
京
清
掃
も
構
成
組
合
に
な
っ

て
い
る
「
脱
原
発
を
め
ざ
す
労
働

者
実
行
委
員
会
」
主
催
の
「
福
島

と
つ
な
が
る
２
・
15
労
働
者
集
会

／
原
発
No
！
憲
法
Yes
！
」
が
、
２

月
15
日
、
日
本
教
育
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん

が
講
演
し
「
原
発
は
労
働
者
の
被

曝
な
し
に
稼
働
で
き
な
い
。
事
故

に
よ
り
明
治
時
代
か
ら
連
綿
と
続

く
中
間
搾
取
と
暴
力
組
織
が
一
体

化
し
た
重
層
下
請
構
造
の
矛
盾
が


